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臨界点以上の温度、圧力での物質の状態である“超臨界流体”は、気体と液体との中間的な物

性を示す。その高密度、高拡散性、高溶解度、表面張力ゼロなどの優れた輸送特性を利用した物

質の抽出、廃棄物処理、ナノ物質・ナノデバイス作製など、多岐に渡る分野でのプロセス応用研

究・実用化研究が進められている。このような巨視的物性は、そのミクロな流体構造、分子クラ

スタリングに起因している。さらにまた、臨界点近傍では大きな密度揺らぎが生じ、プロセス反

応速度の増大などのプロセス反応の特異性が見出されている。   

我々のグループでは超臨界流体プラズマの発生、診断、そのカーボンナノマテリアル、とりわ

け、ダイヤモンドイド（ダイヤモンド分子）の創製を中心としたプロセス応用を進めてきた。 

ダイヤモンドイドとは、sp3 炭素骨格を有するかご型の炭素水素化合物の総称であり、フラーレ

ン、カーボンナノチューブ、グラーフェンに続く、第４のカーボンマテリアルとして注目されて

いる分子群である。化学、ナノテクノロジー、光電子工学などの幅広い分野への応用研究が精力

的に進められ、製薬（パーキンソン病、アルツハイマー病治療薬）などでは実用化が既に行われ

ている。 

本講演では、キセノン、および、二酸化炭素の超臨界流体中、特に、臨界点近傍で発生させた

誘電体バリア放電プラズマ法(バッチ型、マイクロイ流通型)、パルスレーザーアブレーション法を

用いた 11次までのダイヤモンドイド創製について、大気圧プラズマプロセス法、光プロセス法に

よる創製との比較も交え、話題提供をさせていただく。 
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